
   

 

    

 

 
21 世紀 COE プログラム 公開講演会 

 

 

 

ヨーロッパにおける 

グローバリゼーションと宗教 
 

 

 
 講 師 

 

Friedrich Wilhelm Graf 
フリードリヒ・ヴィルヘルム・グラーフ 

（ミュンヘン大学神学部教授） 

 

 
 日 時  

2004年11月20日（土）午後 2:00-4:30 
 

 

 

 場 所  

同志社大学今出川キャンパス 神学館３階礼拝堂 

 

 

 

 
主催：同志社大学 一神教学際研究センター（CISMOR） 

問い合わせ：Tel. 075-251-3972 e-mail:staff@cismor.jp 

HP: http://www.cismor.jp/ 

 



《講演会の趣旨》 

 

 
グローバリゼーションの波はヨーロッパにも重大な変化をもたらしています。 

これは、長い歴史の中でも、かつてヨーロッパが経験したことのないタイプの 

変化なのかもしれません。経済や文化の表層のみならず、深く人々の生き方や 

考え方にも影響が及んでいます。この新しい千年紀にあって、ヨーロッパの精 

神は何をめざして歩みだしたのでしょうか。 

ヨーロッパの宗教も多様化の様相を示しはじめました。そのような中で、こ 

れまで力を持ってきたキリスト教はどのような課題を背負うのでしょうか。 

ヨーロッパの宗教地図はどのように変わり、どのような問題を引き起こしつつ 

あるのでしょうか。これらの問いに、ドイツで最も活躍している神学者のひと 

りが答えます。 

 

------------------------------------------------------------------- 

 

 

《スケジュール》 

 

     
2：00-2：05  あいさつ：水谷 誠 （同志社大学神学部教授） 

   

2：05-3：35   「ヨーロッパにおけるグローバリゼーションと宗教」 

        フリードリヒ・ヴィルヘルム・グラーフ 

                 （ミュンヘン大学神学部教授） 

 

3：35-3：45  休憩 

 

3：45-4：05  コメント：石川 立 （同志社大学神学部助教授） 

 

4：05-4：30  質疑応答   司会：水谷 誠  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《講師プロフィール》 
 

 

フリードリヒ・ヴィルヘルム・グラーフ/Friedrich Wilhelm Graf 

（ミュンヘン大学神学部教授） 

 

1948年生まれ。ヴッパータール、テュービンゲン、ミュンヘン大学にて、神学、

哲学、歴史学を学ぶ。ミュンヘン大学にて神学博士号を取得。ハンブルク防衛大学

教授、アウグスブルク大学教授を経て、現在、ミュンヘン大学神学部教授。専門は

組織神学、とくに倫理学。1999年、ライプニッツ賞受賞。『トレルチ全集』（全20
巻）の主幹編集者。編著書に『近代プロテスタンティズムのプロフィール』（全３

巻、1990－93年）、『マックス・ヴェーバーと神学』（1999年）、『神々の帰還―現代

の文化における宗教―』（2004年）ほか多数。 

 

 

-------------------------------------------------------------------- 
 

 

《講演要旨》 

 

 
ヨーロッパの宗教地図はこの三十年で根本的に変化した。ヨーロッパは宗教的

に、より多彩に、より多様に、より矛盾を孕むようになった。 
 講演の第一部では、グローバリゼーションの現実の過程が描かれる。その際、

私は、相矛盾する二様の発展が逆説的に同時に生じることを強調する。経済と文化

の世界的な交流が盛んになればなるほど、かつては比較的固定的で安定していた古

い境界線は可変的になり、まったく異質な諸要素の融合によって作り出される混成

文化の形成が促されるのである。今では寿司を食べながらミュンヘンのビールを飲

むことができる。このことは日本やドイツだけではなく、世界のほとんどどこの大

都市でもできるのである。しかし、諸文化のこのような混成化、融合はまた、反動

的な動きや硬直した強引なアイデンティティの主張をもたらすことにもなる。例え

ばそれは、攻撃的な新しい民族‐国家主義や雑多な宗教原理主義の形態で見られる。 
 講演の第二部では、ヨーロッパの経済的ならびに政治的統合の過程と、それ

に伴う紛争を論じる。ヨーロッパの個々の国家は「合併されたヨーロッパ」をどの

ように思い浮かべているのだろうか。「統合されたヨーロッパ」の境界線はどのよ

うに引かれるべきなのだろうか。どの国々がなお受け入れられるべきなのだろうか。

例えば、イスラームの特徴が優勢なトルコは EU のメンバーになるべきなのだろう

か。これらの問いに対して、「ヨーロッパ連合」では今のところ、意見の一致を見

ない。 
 第三部では、ヨーロッパにおける宗教の変化の過程、とりわけヨーロッパの

宗教地図の多元論的な現状を論じる。 
 第四部では最後に、ヨーロッパのアイデンティティが一つではあるが、内部

は多元的であるという条件のもとで、多様なアイデンティティ理解はどのように関

連し合っているのかが描写される。 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


